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みられる 8 ; 14転座において癌遺伝子 C-MYC と免疫グロプリン遺伝子との間の遺伝子再構成が証明され，続いて





8 ; 21転座は，急性骨髄性白血病に最も高頻度にみられる転座の 1 つであり，特に日本ではその比率が高い。この
転座は. CML における 9 ; 22転座と並んで古くからよく知られた転座であるにも関わらず，転座部位近傍に手掛か
りとなる既知の遺伝子あるいは DNA マーカーが得られていなかったため，その解析はほとんど進んでいなかった。
本研究では. 8; 21転座を分子レベルで解析するため，まず Not 1 リンキングクローンとパルスフィールドゲル
電気泳動法を用いた新しい手法により 8 ; 21転座を DNA レベルで検出した。次に. Not 1 リキングクローンを足掛
かりにして. 21番染色体上の転座切断部位に存在する遺伝子 AML1 を単離した。また25例の白血病患者の転座切断
点を解析したところ，転座はすべて AML1 遺伝子の同一イントロン内で起こっていることがわかった。さらに，
AML1 遺伝子は転座によって. 8 番染色体上の転座切断部位に存在する遺伝子 MTG8 との間で融合遺伝子を形成
することが明らかになった。 AML 1. MTG 8 両遺伝子はともに遺伝子の発現を調節する転写因子の特徴をもち，





本論文では，急性骨髄性白血病に見られる 8 ; 21染色体転座の切断部位にある， 8 番染色体上の MTG8 遺伝子と
21染色体上の AML1 遺伝子を発見し両遺伝子聞の再構成による融合遺伝子が，本白血病で発現していることを明
らかにしている。この結果は白血病発症のメカニズ、ムを分子レベル解明するうえで，重要且つ不可欠な知見であり，
博士(理学〉の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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